
　６月、町内の高橋農園でいちご狩りを体験させ
ていただきました。ハウス内の奥まで続く苗には、
シーズン終盤とはいえ、赤く熟したいちごがまだた
くさんなっていました。
　品種は「宝交早生」。とても甘く柔らかいのが特徴
で、輸送に不向きなことからも市場には出回りませ
ん。子どもたちは、指を赤く染めながら、お腹いっぱ
い採れたての味を楽しんでいました。

　いちごは、クリスマスなどで需要が高まり、冬に採
れる果物としても一般化しているそうですが、園主
の菊地健永さんは、「いちごは本来この時期に採れる
ものだと、豊浦の子どもたちにこそ知ってほしい」と
お話してくださいました。

真っ赤ないちごをほおばって

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室

令和 5 年度 生涯学習課だより

第 376号（8月）

　養蜂場見学でも教わった、いちご作りには
欠かせない「蜂」のこともお話していただき、
先日行った「養蜂場見学」とつながりのある学
びになりました。

とっても甘いよ！ どれにしようかな〜
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